
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

2,304 2,304

・給食用食材等
の微生物検査、
理化学検査の実
施

・食器・食缶の
更新

・給食施設、設
備機器等の更新

衛生管理を徹底
するため、設備
機器を整備・更
新
角型二重食缶の
購入　11個
給食用食材の微
生物検査の実施
１回

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-1-4 健やかな体を育てる教育の充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

学校給食衛生管理
事業

給食の実施に当たり、食品等の衛生管理
が最も重要であることから、施設設備機
器類を整備、更新するとともに微生物検
査等を実施し、徹底した衛生管理を実施
して安全で安心な給食を提供する。

微生物検査の実施、食器や保温
食缶などの更新に取り組んだ。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性

（評価の視点）

調理現場との意見交換の基、微生物検査及び劣化した食器等の更新を行った。今後も同様の取組を進め食中毒や異物混入などの事故防止に努めるととも
に、給食施設や設備機器の更新を図り、安定した学校給食の提供に取り組む必要があるため現状維持とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

84 84

・給食時間や授
業等における、
食に関する指導
の実施

・北広島産の食
材を活用した学
校給食の提供

食に関する指導
105回実施

北広島産の食材
の提供回数53回
米については全
て北広島産を提
供

令 和 4 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 2 学び合い心を育むまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 2-1 学校教育活動の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 2-1-4 健やかな体を育てる教育の充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

食に関する学びの推
進事業

児童・生徒が健康や正しい食に関する知
識を学ぶため、食の指導の充実を図ると
ともに、赤毛種米など北広島産の食材を
活用した学校給食の提供、郷土学習・地
産地消の推進に取り組む。

食の指導では生産者を外部講師
として招聘するなど新たな取組
を行い充実を図った。また、北
広島産の赤毛種米など学校給食
に提供し、郷土学習・地産地消
の推進に取り組んだ。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性

（評価の視点）

児童生徒が生涯にわたって健康を維持するためには、給食や関連する教科等を通して自分が健康を考える力を育むとことが重要であることから、食の指
導の充実を図る。また、地元産食材を活用することによって郷土学習・地産地消の推進に取り組む必要があることから現状維持とする。


